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◆90年以上前の写真をいただきました

昭和７年に撮られたと思われる写真を、寄贈いた

だきました。（右下記述参照） ９０年以上前という

ことになります。

場所は本堂に向かって左側のところ。石段はもち

ろん今と同じですが、写真の左端にちょっとだけ写

っている十王堂や、本堂から観音堂に向かう橋も、

修繕や掛け替えがなされているものの、現在と変わ

らない景色です。

石段に並ぶ檀家の方々に洋装の人はいません。

羽織はかま姿の方もおられます。女性の髪型も当

時の流行を感じさせます。

石段前中央のとんがり帽（正式には立帽子とい
たてもうす

う）姿は２０世住職と思われます。その左は２１世住

職の哲圓和尚で、一番左がその寺族(妻）です。左

下の小学生が先代の２２世肇童和尚です。

また２０世の右は善明寺ご住職です。当山の本

寺代理としてご一緒いただいたと思われます。

このような古い写真が残っ

ていたら、ぜひお知らせくださ

い。

「
昭
和
７
年
撮
影
と
考
え
ら
れ
る
背
景
」

①
昭
和
２
年
生
ま
れ
の
先
代
が
制
服
を
着
て
お
り
、低
学
年
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
本
堂
屋
根
が
大
雪
で
損
壊
し
、昭
和
２
年
に
総
瓦
葺
き
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。併

せ
て
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
諸
整
備
が
進
め
ら
れ
、昭
和
７
年
に
庫
裡
屋
根
が
瓦

葺
き
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
示
す
二
十
世
謹
書
の
棟
札
が
あ
り
、
さ
ら
に
別

に
も
う
一
枚
、長
年
に
わ
た
る
諸
整
備
が
円
成
し
た
こ
と
を
示
す
同
年
に
納
め
ら
れ

た
棟
札
も
残
っ
て
い
ま
す
。昭
和
８
年
に
は
大
き
な
出
来
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。


